




〔はじめに〕 

好中球の主な機能である細菌の殺菌作用は,大きく分けると,chemotaxis,phagocytosis,in

tracellar bacterial killing の三段階より成っており,この各段階における機能異常が,

好中球機能不全症として多数報告されている。 

好中球は,細菌の殺菌作用以外に,種々の炎症反応に関与しており,この災症反応において

も chemotaxis が最初のステップである。好中球 chemotaxis は,種々の因子,特に immune c

omplex(IC)により影響を受け,炎症反応像の修飾をもたらしている。 

好中球とICとの反応は,好中球膜上の免疫グロブリン(Ig)receptorを介しておこっている

ものと考えられ,好中球上にはIg receptorとしてIgGreceptorとIg Areceptorとが存在

するが,IgM receptor は存在しない事が従来より知られている。私共も,IgAreceptor を介

して,IgA IC が好中球 chemotaxis を抑制する事を既に報告してきた。今回は,好中球膜上

には,IgE rece-ptor も存在する事,又,この receptor を介して IgEIC が好中球 chemotaxi

s を抑制する事を報告したい。 


